別紙２
2024年10月27日(日)に実施する音楽療法技法Ａ19 実技試験（追試含む）は、以下のように行われます。これは受験者全員に共通の内容です。
（１）課題曲（学会ホームページ参照）
　　　　　　　Ａ群（メロディックな曲）
1  糸 　　　　
中島みゆき 詞・曲 
2  なごり雪 　
伊勢正三 詞・曲 
3  二輪草 　　
水木かおる 詞、弦哲也 曲 
4  浜辺の歌 　
林古渓 詞、成田為三 曲 
5  BELIEVE  
杉本竜一 詞・曲
Ｂ群（リズミックな曲）
1  おお牧場はみどり 中田羽後 詞、チェコ/スロバキア民謡 
2  パプリカ 　　　　米津玄師 詞・曲 
3  負けないで 　　　坂井泉水 詞、織田哲郎 曲 
4  また逢う日まで 　阿久悠 詞、筒美京平 曲 
5  ルージュの伝言 　荒井由実 詞・曲
（２）実施方法

・上記のＡ群5曲、およびＢ群5曲から、各2曲ずつを選曲し、準備しておきます。

　　　　　　 ※Ａ群から2曲、Ｂ群から2曲の計4曲という意味です。
・今までに試験を受けた方は、そのときに準備した曲と同じでも、変更しても、どちらでも　　　　構いません

・別紙３の指示にあるとおり準備した４曲に番号を記入し、そのページのみPDF形式に変換して、10月16日（水）午前10時までにレポート提出用アドレスにメールで提出してください。
　　・使用楽器は、キーボードYAMAHA NP31（76鍵）となる予定です。 

　　・弾き歌いではありません。必ずガイドメロディを弾きます。

・当日楽譜を見ることはできますが、メロディ/コードネーム/歌詞が記載されている楽譜まで　　とし、両手全部が記載されている大譜表は使えません。楽譜は紙面のみとし、タブレットの　　使用は不可です。手書きかパソコンで作成した楽譜、あるいは歌本のコピーでも結構です。　　もちろん暗譜でもかまいません。
・アレンジについては、今までの講座で学んだテクニックを、必要な箇所に適切な分量で用いるなどの工夫が必要です。これまでの課題のアレンジ②（シンプルでない方）のイメージです。
・例えば、ベッドサイドで最重度のクライエントに小声でゆっくりと歌いかけるようなアレンジ　/設定は、試験としては不適切です。

・試験は１名のみ入室して行う予定です。一人あたり3分の持ち時間になりますが、入退室、交代の時間がありますので、実際の演奏時間は約2分半を目安としてください。時間になると演奏の途中でも終了となります。なお、演奏後に6～7分の試験官によるアドバイスの時間があります。
・試験は、準備が整い次第開始します。終了後は速やかに受付をして退館してください。  
・簡単な前奏⇒1番⇒間奏⇒2番と準備しておけば十分かと思われますが、短い歌はもっと先まで用意しておく方がよいかもしれません。ご自分で時間を測って確認しておくとよいでしょう。
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